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第 5章、第 6章、第 7章では、NPO法の制定が議論され始め、特別税制措置も内容に含む NPO政策が展
開された時期の政策過程が分析されている。特に第 5章では、既存の公益法人制度のあり方に対して問題意識
































































  平成 30年 12月 14日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、なお、学力の
確認は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10条（1）に該当することから免除し、審
査委員全員一致で合格と判定された。 
３ 結論 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際日本研究）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
